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研究成果の概要（和文）：　本研究は新興国市場におけるロジスティクス戦略の形成メカニズムを対象としている。既
存研究ではロジスティクス戦略を効率性指向型と反応性指向型に二分しているが、新興国ではこの二分法の適用が限界
がある。本研究では事例研究に基づく帰納的手法を駆使して、内部のオペレーション・キャパシティの整備、外部の物
流サービス・プロバイダー選定・育成、ロジスティクス要素技術の導入・開発・蓄積、ロジスティクス組織能力の養成
の４要素は、ロジスティクス体制の構築と固有のロジスティクス・ケイパビリティの形成を主眼とする新興国市場にお
けるロジスティクス戦略の構築と実行に必要不可欠であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study, the mechanism of logistics strategy's formation in emerging 
markets has been focused. In the previous research, there was a common framework on the typology of 
logistics strategy that consists of two strategic orientations, cost efficiency and customer 
responsiveness. Through my case-based studies, we determined that the common framework addressed in 
previous studies was not suitable for emerging markets. I find that establishing logistics capacity was 
the main strategic focus for accommodating rapid growth of manufacturing and sales. Then, to build a new 
typology framework for logistics strategy in emerging markets, we examine cases in China by using 
within-case and cross-case analysis. From this analysis, we conceptualize two types of logistics strategy 
decided by different patterns of logistics knowledge formulation and accumulation. One is the internal 
functional strengthening and integration strategy; the other is the external cooperation and 
collaboration strategy.

研究分野： ロジスティクス・マネジメント

キーワード： ロジスティクス戦略　新興国市場　サプライチェーンマネジメント　中国　物流産業　ロジスティクス
・クラスター
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１．研究開始当初の背景
 本研究は、申請時点までの研究成果をさら
に発展させた
以来、一貫して中国日系企業のロジスティク
スシステムと中国物流産業に関する調査研
究に取り組んできた。新興市場の中国で、日
系企業はどのようにロジスティクス戦略を
策定し、その戦略がいかなる要素から構成さ
れ、また現地の物流産業の進化によってどの
ような影響を受けるのか、そして、ロジステ
ィクス戦略が企業全体の競争戦略の中にど
のように位置づけられるのかといった問題
意識はそれまでの研究で貫かれている。本研
究では、それまでの研究から得た知見の精緻
化・体系化を図ったうえで、新興市場におけ
るロジスティクス戦略に関する一般戦略を
探索する。
 
２．研究の目的
中国などの新興国市場の重要性はますます
多くの日本企業に認識されている。新興国市
場における事業展開を成功させるためには、
効率的かつ効果的なロジスティクスシステ
ムを構築することが必要不可欠である。本研
究では、新興国市場の環境下で日本企業はど
のようにロジスティクス戦略を立てている
のか、その実態を解明するとともに、戦略構
築のメカニズムを明らかにしたい。また、新
興国物流産業の高度化との関わりの中で、日
本企業のロジスティクス戦略は如何なるダ
イナミズムを伴うかを深く析出し、新興国市
場における
論の構築を目指す。
 
３．研
３年間で、フィールドリサーチ、グループイ
ンタビュー、アンケート調査など多様なリサ
ーチメソッドを併用しながら、量的データと
質的データの収集を行った。理論構築にあた
り、Glaser, B., & Strauss, A
ラウンデッド・セオリ・アプローチ及び
Eisenhardt,K. M.
ィからの理論構築手法を駆使して、分厚い発
見事実の記述と反復的な命題検証のプロセ
スの中で、段階的に理論の開発を進めた。
 
４．研究成
（１）
場の経営環境の中で、企業のロジスティクス
戦略は先進国市場と異なるダイナミズムを
呈する。即ち、企業のロジスティクス戦略は
急速に拡大する生産・販売に対応するための
適切かつ十分なロジスティクス・オペレーシ
ョンのキャパシティを確保するという課題
と、競争優位に寄与する固有のロジスティク
ス能力を形成し発揮するという課題を同時
に抱える。先進国市場と比べて、新興国市場
では圧縮されるプロセスでロジスティク
ス・システムが構築されなければならない。
 適切かつ十分なロジスティクス・オペレー
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ションのキャパシティ体制を速やかに整備
するとともに未発達な物流産業の中から適
切なロジスティクス・サービス・プロバイダ
ーを探索・選定・育成していかなければなら
ない。一方の固有のロジスティクス能力を形
成し発揮するためには、重要なロジスティク
ス要素技術を活用する能力を養っていかな
ければならない。
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新興国市場のロジスティクス戦略を分析す
るための有用な視点を提供するものの、十分
な説明力がない。とりわけ、
ィクス戦略類型説で強調されている「効率性
指向」対「反応性指向」の軸がクリアではな
い。むしろ、急拡大する生産販売に対応する
十分で適切なロジスティクス・キャパシティ
の確保はロジスティクス戦略の主眼点にな
る。
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確保策をめぐる相違によって、新興国市場に
おけるロジスティクス戦略類型理論を構築
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調の戦略に分けることにしている。両類型の
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ス・ナレッジの形成・蓄積パターンの違いだ
という仮説も提起する。
 
（３）中国のトラック輸送産業において、「貨
運市場」と呼ばれる輸送サービス取引プラッ
トフォームが存在し、大きな役割を果たして
いる。
発見事実に基づいて、貨運市場における過大
な取引コストの発生メカニズムを理論的に
分析し、貨運市場の高度化プロセスを演繹的
に導出した。
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